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１．研究計画の概要 

訪中した時の資料収集の過程で、未見の
甲骨片拓本約300件を発見し、日本に持ち
帰ることができた。 

この資料は3冊に分かれているが、中巻
に書名と編者の記述があり、それぞれ『甲
骨刻辞』、「鄞県馬衡 秀水唐蘭 類」と
ある。この拓本集は、上記の二名が関わっ
ている資料であることが署名から確認でき
るのであるが、馬衡が保管していた甲骨の
拓本をとり、出版しようとしていた資料で
ある疑いが高い。ただし、拓本集の書名で
ある『甲骨刻辞』という著書は、現在でも
出版されていない。この甲骨片は、北京の
故宮博物院あるいは、馬衡が考古学を始め
ることになった北京大学に収蔵されている
と想像される。故宮博物院や北京大学所蔵
の甲骨資料と拓本資料を比較し、所在を確
認して、来歴等を明らかにする。 
 
２．研究の進捗状況 

故宮博物院長としての肩書きが有名であ
るが、『中国金石学概要』『凡将齊金石叢稿』
等を著し、主として石文の研究において名を
残した研究者である。 
 1922 年 2 月(40 歳)には北京大学国学門に
考古学研究室が設けられ、主任となった。羅
振玉などの古代文字研究者を招聘すること
により、北京大学での古代文字研究が一気に
加速する。後述の『甲骨刻辞』には、羅振玉
が編集した著作の番号が残されることが多
いが、馬衡と羅振玉にはこの時点から接点が

あった。 
 馬衡が故宮と関わりを持つようになった
のは、1924 年 11 月(43 歳)のことである。当
時の内閣が「協理清室前後委員会」を組織さ
せ、皇室の公財・私財の一切を管理させた。 
 一方の唐蘭は、1923 年に無錫国学専修館
を卒業し、王国維の弟子となって、甲骨・金
文などの古文字を研究するようになった。 
馬衡は1948年(民国37年)から1951年(中

共 3年)まで、毎日毛筆で日記を付けている。
日記は、私的な要素が強いものであり、馬衡
の感情を深く読み取ることができる貴重な
文献である。その「馬衡日記」には、唐蘭の
ことが 33 日に渡って記録されている。その
多くは唐蘭という本名による記述ではなく、
「立庵」という号による記述であることが興
味深い。 

馬衡が甲骨文字を収集できるようになっ
たのは、北京大学に勤務してからの時期であ
る。編集は、北京大学に考古学研究室が設け
られた 1922 年以降、馬衡が北京大学を辞職
するまでの1932年までの10年ほどの可能性
が高い。後世、1922 年までは甲骨文研究は
初期の段階にあると指摘される。『甲骨刻辞』
については、①原骨の収蔵場所は、北京大学
にあると思われる。②作製時期について、『甲
骨文合集』による分類では、Ⅰ期とⅤ期のも
のが多数を占める。③拓本の所蔵者について、
羅振玉・商承祚・社会科学院歴史研究所・南
京師範学院の収蔵品が目立っている。北京大
学で収集された甲骨片が、北京大学に関連の
ある古代文字学者によって先を争うように
公にされていたことが想像できる。 
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３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している 
（理由） 
 平成 19 年度、20 年度の調査研究について
は、『甲骨刻辞』を分析し、故宮博物院や北
京大学の収蔵品の調査を順調に行うことが
できた。平成 21 年の調査については、北京
の新型インフルエンザ流行の関連で少し停
滞しているが、既刊の甲骨文献との比較も順
調である。380 片中 145 片(38％)の旧著録集
録を確認することができた。馬衡や唐蘭の関
連についての新事実も明らかにできた。 
 
４．今後の研究の推進方策 
（1）『甲骨刻辞』と既刊本の比較の促進 
 拓片中の 235 片について、既刊本との比較
を進める。『甲骨刻辞』は、甲骨片の専著と
しては早期に発行されたものであり『甲骨文
合集』に記録されている。しかし、これに集
録されていないものが、この中には含まれて
いる可能性が高く、「未著録片」であるのか
「マイナーな図書に収録されている片」であ
るのかを確定する必要がある。 
（2）馬衡所蔵文物の行方 
 馬衡の収集資料は、古代文物から近現代に
及ぶが、馬衡自身の交流の広さにも影響して
いる。馬衡は故宮博物院の館長を務めただけ
ではなく、篆刻家の総本山というべき「西泠
印社」の社長にも就任していた。考古・芸術・
政治分野と幅広い人脈が、馬衡の強みである
が、人間関係を紐解くことは時間がかかる。 
 時間が限られているために、馬衡の発掘・
収集・保管などをしていた古代文物中、故宮
や北京大学関連資料の現所在地を探る。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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